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本学は、21 世紀の重要課題である EEZ（Exclusive Economic Zone）を含めた海域の総合的利活用のため、そ































［随想］   海洋資源環境学部⻑ 岡安 章夫 
 



























部においては、旧海洋科学部のグローバル人材育成プログラムを発展させ、4 年進級時の TOEIC スコア 600
点の要件に加え、外国人教員による英語による講義や、海外への研修派遣（インターンシップ）も行う。また、
新学部に接続する海洋資源環境学専攻においては、ほぼ 100%が英語による講義となっており、シームレスな




































Region Action Scheme for the Mobility of University Students）での単位互換はこの状況を前提としているようで、
学生は出身校のカリキュラムに沿って、留学先大学で互換授業を受講していく。確かに互いの大学で同等の内
容を保証することで、カリキュラムの同一性を担保した単位互換が容易に行えるものの、他大学で学ぶことの






















図 2 海底音波探査装置と神鷹丸を用いた新規実習準備の様子 
 
